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協
議
会
の
様
子
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▲通行路強度試験

▲

隊
員
に
よ
る
土
嚢
積
み
指
導
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平
成
27
年
６
月
10
日
、
出
雲
駐
屯
地
司
令
（
伊

達
２
佐
）
は
、
第
70
回
島
根
県
治
安
災
害
連
絡
協

議
会
を
開
催
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
12
機
関
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
治

安
・
公
安
情
勢
並
び
に
災
害
発
生
時
に
お
け
る
対

応
等
に
関
し
て
情
報
及
び
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
相
互
の
連
絡
調
整
と
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
７
年
に
発
足
し
た
も
の
で
あ

り
、
各
機
関
が
持
ち
ま
わ
り
で
開
催
し
て
お
り
、

今
回
は
70
回
目
と
な
る
節
目
の
協
議
会
を
出
雲
駐

屯
地
が
担
当
し
た
。

　

当
日
の
協
議
会
に
は
、
松
江
地
方
検
察
庁
検
事

正
、
神
戸
関
税
境
関
税
支
署
長
、
境
海
上
保
安
部

長
、
浜
田
海
上
保
安
部
長
、
航
空
自
衛
隊
美
保
基

地
司
令
及
び
高
尾
山
分
屯
基
地
司
令
の
他
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
島
根
県
防
災
部
長
、
中
国
公
安
調

査
局
松
江
駐
在
官
室
長
及
び
第
八
管
区
海
上
保
安
部

美
保
航
空
基
地
長
が
出
席
し
た
。

　

協
議
会
は
当
初
、
駐
屯
地
会
議
室
に
お
い
て
、
駐

屯
地
司
令
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
業
務
等
に
つ
い
て
説

明
が
実
施
さ
れ
、
じ
後
、
各
機
関
か
ら
の
情
報
・
意

見
交
換
が
活
発
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
場
所
を

屋
外
に
移
し
、
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
偵

察
隊
及
び
施
設
隊
の
訓
練
状
況
及
び
装
備
品
等
の
研

修
が
実
施
さ
れ
た
。
特
に
、
小
銃
の
射
撃
術
、
87
式

偵
察
警
戒
車
及
び
81
式
自
走
架
柱
橋
に
関
し
て
は
、

参
加
者
か
ら
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

研
修
の
後
、
駐
屯
地
幹
部
食
堂
に
お
い
て
昼
食
会

が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
各
機
関
の
意

思
疎
通
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
連
携
強
化
を
確

認
し
て
、
協
議
会
は
所
望
の
成
果
を
収
め
て
終
了
と

な
っ
た
。

　

出
雲
駐
屯
地
（
司
令　

伊
達
２
佐
）
は
平
成
27
年
６
月
８

日
、
西
日
本
高
速
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
国
株
式
会
社
松
江

保
全
事
務
所
の
要
望
に
よ
り
、
協
同
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

訓
練
は
災
害
時
等
に
お
い
て
高
速
道
路
に
亀
裂
や
段
差
が

生
じ
た
場
合
を
想
定
し
、
緊
急
車
両
等
の
通
行
路
を
確
保
す

る
た
め
簡
易
的
な
補
修
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
た
。

　

駐
屯
地
か
ら
は
駐
屯
地
警
備
幹
部
（
日
野
２
尉
）
以
下
６

名
が
参
加
し
、
先
ず
土
嚢
作
成
及
び
積
み
方
の
指
導
を
第
304

施
設
隊
（
隊
長　

渡
邉
２
佐
）
の
小
手
川
曹
長
と
三
宅
２
曹

が
行
い
、
西
日
本
高
速
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
国
株
式
会
社

の
参
加
者
約
25
名
が
約
450
袋
の
土
嚢
を
作
成
し
積
み
上
げ
通

行
路
を
作
り
上
げ
た
。

　

参
加
者
達
は
真
剣
に
取
り
組
み
２
時
間
で
作
業
を
完
了
さ

せ
た
。
通
行
路
完
成
後
は
実
際
に
82
式
指
揮
通
信
車
を
通
過

さ
せ
、
重
車
両
通
行
に
耐
え
う
る
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
と
西
日
本
高
速
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
中
国
株
式
会
社
松
江
保
全
事
務
所
の
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

第70回

島根県治安災害連絡協議会

西
日
本
高
速
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

中
国
株
式
会
社
松
江
保
全
事
務
所

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
と
の
協
同
訓
練



▲

Ｕ
Ｈ
１
に
乗
り
込
む
参
加
者

▼

日
本
海
に
浮
か
ぶ「
い
ず
も
」の
雄
姿▼

▼甲板を視察する駐屯地司令
　（手前右）

出　　　　　　雲 第 213 号　　（2）平成 27 年７月

　

ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
多
用
途
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
、
陸
上
自
衛
隊
で
は
Ｕ

Ｈ

－

１
Ｈ
を
１
９
７
３
年
度
か
ら
Ｕ
Ｈ

－

１
Ｊ
を
１
９
９
３
年
度
か
ら
導
入
し

て
お
り
、
陸
上
自
衛
隊
の
輸
送
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
代
名
詞
的
な
存
在
に
な
っ
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
作
戦
に
ヘ
リ
ボ
ー
ン

を
取
り
入
れ
る
原
動
力
と
な
り
、
こ
の

機
体
２
機
あ
れ
ば
、
完
全
武
装
し
た
１

個
班
の
普
通
科
隊
員
に
加
え
て
２
〜
３

日
は
楽
に
活
動
で
き
る
物
資
を
運
ぶ
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

対
戦
車
ヘ
リ
Ａ
Ｈ

－

１
Ｓ
と
同
じ
エ

ン
ジ
ン
に
換
装
さ
れ
た
Ｕ
Ｈ

－

１
Ｊ
は
、

１
８
０
０
馬
力
の
高
出
力
型
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
た
の
に
加
え
て
赤
外
線
前
方

監
視
装
置
を
採
用
。
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
も

ナ
イ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ゴ
ー
グ
ル
に
対
応
し

た
タ
イ
プ
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
夜
間
飛

行
能
力
が
向
上
し
て
い
る
。

ＵＨ－１Ｊ　性能・諸元
●全　　長：17.44ｍ
●全　　幅：14.69ｍ
●全　　高：3.97ｍ
●全備重量：4.763ｔ
●巡航速度：約240km/h
●航続距離：約460km
●実用上昇限度：約5334ｍ
●エンジン：T53－K－703
●出　　力：1800SHP×１
●乗　　員：２＋11名　
●製　　作：富士重工（機体）・
　　　　　　川崎重工（エンジン）

　

駐
屯
地
（
司
令　

伊
達
２
佐
）
は

５
月
30
日
に
第
13
飛
行
隊
（
防
府
）

の
支
援
を
受
け
、
平
成
27
年
度
「
部

外
者
航
空
機
体
験
搭
乗
」
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、駐
屯
地
に
対
す
る
支
援
・

協
力
関
係
に
あ
る
関
係
者
を
始
め
と

す
る
、
33
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
フ
ラ
イ
ト
に
先
立
ち
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
航
空
機
に
関
す

る
安
全
教
育
を
受
講
し
た
後
、
待
望

の
フ
ラ
イ
ト
に
臨
ん
だ
。

　

爽
や
か
な
天
候
の
空
の
下
、
Ｕ
Ｈ

－

１
の
低
い
ロ
ー
タ
ー
音
が
駐
屯
地

グ
ラ
ン
ド
に
響
き
渡
り
、
10
時
に
１

組
目
の
フ
ラ
イ
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

　

各
組
は
駐
屯
地
グ
ラ
ン
ド
を
離
陸

し
、
出
雲
市
内
上
空
の
空
中
散
歩
を

約
15
分
間
楽
し
ん
だ
。
い
ず
れ
の
搭

乗
者
も
郷
土
の
景
観
を
上
空
か
ら
確

認
し
、
上
機
嫌
で
あ
っ
た
。

　
「
私
た
ち
の
住
む
出
雲
は
自
然
豊

か
な
所
だ
と
改
め
て
実
感
し
、
こ
の

出
雲
で
生
活
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

た
い
。」

　
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
初
め
て
乗

り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
の
操
縦
が
と

て
も
上
手
で
振
動
も
少
な
く
快
適
で

感
動
し
ま
し
た
。」
等
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

海
上
自
衛
隊
の
最
新
鋭
、

最
大
の
護
衛
艦
「
い
ず
も
」

（
約
１
万
９
５
０
０
ｔ
）
が

５
月
18
日
に
横
須
賀
港
を
出

港
し
、
休
養
と
補
給
の
た
め

５
月
31
日
か
ら
６
月
４
日
ま

で
の
間
、
出
雲
市
大
社
漁
港

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
に
投

錨
し
停
泊
し
た
。

　

こ
の
「
い
ず
も
」
は
全
長

248
メ
ー
ト
ル
最
大
幅
38
メ
ー

ト
ル
で
、
今
年
の
春
就
役
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
５
機
が
同
時
に
発
着

で
き
る
甲
板
な
ど
を
備
え
て

い
る
。

　

停
泊
期
間
中
、
日
本
海
に

浮
か
ぶ
巨
大
な
雄
姿
は
見
学

者
達
に
驚
き
と
感
動
を
与
え

て
い
た
。

Ｕ
Ｈ

−

１
Ｈ
／
Ｊ

部

外

者

航

空

機

体

験

搭

乗

海
自
最
大
の
護
衛
艦
「
い
ず
も
」

大
社
沖
に
投
錨



▲正門哨所に取り付けられた
シンボルマーク　　　　

▲本部隊舎玄関に取り付けられた
シンボルマーク　　　　　　
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明るく人懐っこい笑顔が
素敵な出雲美人

藤井 智子さん

　

出
雲
市
内
の
某
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
勤
務
な
さ
っ
て
い
る
藤
井
智
子

さ
ん
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
国
を
守
っ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ず
っ
と
応
援

し
て
い
ま
す
。」

　

男
ら
し
い
人
が
理
想
の
男
性
と
い
う
藤
井
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

業
務
隊

　

２
等
陸
尉　

和
久
利　

厚

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市

祝 

定
年
退
官

偵
察
隊

　

陸
曹
長　

岡
本　

明
博

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市

和久利２尉経歴
昭和57年 １月 第112教育大隊（山口）前期教育入隊
 ４月 第８普通科連隊（米子）後期教育隊
 ７月 　　　同
平成５年 ３月 第13師団司令部付隊 （海田市）
平成11年 ３月 第13対戦車中隊 （出雲）
平成18年 ３月 第47普通科連隊 （海田市）
平成25年 ８月 出雲駐屯地業務隊 （出雲）
　この間、業務隊宿舎管理係、小銃手、文書陸曹、庶務陸曹、小銃班
長、第３部文書陸曹、第３部化学陸曹、第３部運用訓練陸曹、HATM
班長、小隊陸曹、対戦車小隊陸曹、対戦車小隊長、小銃小隊長、人事
幹部、服務幹部、総務班長の職務を歴任されました。

出
雲
の
女ひ

と

　

こ
の
度
、
出
雲
駐
屯
地
を
知
る
会
よ
り
出
雲
駐
屯
地
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
看
板
を
寄
贈
し
て
頂
き
、
５
月
20
日
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡本曹長経歴

昭和55年 ３月 第112教育大隊（山口）前期教育入隊
 ６月 第13偵察隊　　（出雲）後期教育隊
 ９月 　　　同
平成５年 ８月 第５偵察隊 （別海）
平成10年 ８月 第13偵察隊 （出雲）
平成21年 ３月 米子駐屯地業務隊 （米子）
平成25年 ８月 第13偵察隊 （出雲）

　この間、斥候員、斥候陸曹、無線通信陸曹、信務陸曹、情報陸曹、
検収係、物品管理係、警備消防陸曹の職務を歴任されました。
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出
雲
駐
屯
地
を
知
る
会

駐
屯
地
へ
看
板
を
寄
贈

智



　

駐
屯
地
は
５
月
14
日
か
ら
18

日
ま
で
の
間
、
平
成
27
年
度
第

１
回
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を

実
施
し
、
第
13
偵
察
隊
三
代
３

尉
が
訓
練
隊
長
と
な
り
訓
練
を

担
当
し
た
。

　

当
日
は
、
訓
練
招
集
命
令
書

を
持
参
し
た
予
備
自
衛
官
が
受

付
に
て
被
服
等
を
受
領
し
、
戦

闘
服
に
着
替
え
訓
練
に
備
え

た
。

　

訓
練
開
始
式
で
は
担
任
官

（
偵
察
隊
長　

伊
達
２
佐
）
に
、

田
中
貫
三
予
備
１
等
陸
尉
が
現

役
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な

堂
々
と
し
た
申
告
を
実
施
し
た

後
、
予
備
自
衛
官
旗
を
授
与
さ

れ
、「
他
国
の
軍
隊
に
比
べ
現

役
よ
り
予
備
役
が
少
な
い
我

が
国
、
自
衛
隊
に

と
っ
て
予
備
自
衛

官
に
対
す
る
期
待

は
大
き
い
。
し
っ

か
り
と
訓
練
に
励

ん
で
貰
い
た
い
。」

と
担
任
官
の
訓
示

を
受
け
た
。

　

訓
練
課
目
は
、

武
器
訓
練
・
体
育

訓
練
・
基
本
教
練
・

救
急
法
及
び
野
外

衛
生
・
特
殊
武
器

防
護
・
野
外
勤
務

（
歩
哨
の
行
動
）・

通
信
機
材
（
広
帯

域
多
目
的
無
線
機

の
概
要
）・
空
路

潜
入
（
航
空
機
基
礎
的
事
項
）

と
、
と
て
も
内
容
の
濃
い
訓
練

で
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
は
現

役
と
変
わ
ら
ず
終
始
積
極
的
に

訓
練
に
取
り
組
み
、
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
訓
練
期
間
中
、
久
し

ぶ
り
に
旧
友
と
再
会
を
果
た
し

た
予
備
自
衛
官
は
互
い
に
親
睦

を
深
め
合
い
現
役
時
代
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

　

最
終
日
、
訓
練
終
了
式
を
終

え
た
予
備
自
衛
官
は
、
駐
屯
地

所
在
の
現
役
自
衛
官
が
見
送
る

中
、「
訓
練
を
や
り
遂
げ
た
」

と
い
う
少
し
誇
ら
し
げ
な
顔
つ

き
で
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

広
報
誌
「
出
雲
」
７
月
号
の
発
刊
に
際
し

御
芳
志
を 
浜
渦  

宣
男 

様
よ
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲予備自衛官旗の授与▲予備自衛官旗の授与

御
礼
申
し
上
げ
ま
す

読み終ったら
家族にも
見せよう

出　　　　　　雲 第 213 号　　（4）平成 27 年７月

第
１
回 

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

平成
27年度


